He's now riding on the momentum of victory. I fear the decisive battle between you and Yuan Shao is imminent. 奴は今勝利の勢いに乗っております。閣下と袁紹との決戦が迫っていると思われます。
> momentum 勢い、はずみ　（参）gain / lose momentum 勢いを得る（失う）
> fear 恐れる　※ここでは「決戦が怖い」ではなく「残念な事が起きそう」の意味。be afraidも同義。（参）I’m afraid it will start raining soon. 間もなく雨になりそうだ。
> decisive （形）決定的な、決着となる
> imminent （形）差し迫った
Hmmm, that's no good. Once Yuan Shao and Yuan Shu merge their forces, their family will become even more powerful. ウーム、まずいな。ひとたび袁紹と袁術が力（＝軍隊）を合わせれば、袁一族は更に強大さを増すことになるだろ。
> once （接）一度○○すると　※ここでは接続詞として。無論「一回」「かつて」の意味も。I was once a J-leaguer. 私はかつてはＪリーガーでした。
> merge （動）合併する、併合する
> even ※比較級を強調する用法。「ただでさえpowefulだが、更にpowerfulになる」の意味。
For Yuan Shu to join Yuan Shao, he must pass through Xuzhou. As I am familiar with the lay of the land in that area, I'm willing to intercept Yuan Shu, capture him alive and deliver him before the throne.
袁術が袁紹陣営まで行くには徐州を抜けなくてはいけません。私はあの辺の地形を良く知っておりますので、私が袁術を途中で捕まえて生け捕りにし、陛下の御前まで引っ張ってまいります。
> as （接）○○なので　※ここではbecauseの同義。sinceにもこの意味がある。
> (be) familiar with A Ａに詳しい、精通している
> lay of the land 地形、地勢
> (be) willing to (do)　○○する気がある、進んで○○する　※「○○したい」という強い願望ではなく、「頼まれれば○○する気があります」「良かったら○○しましょうか？」といった感じ。
> intercept （動）途中で捕らえる、迎撃する　※無論「パスをインターセプトする」の意味も。
> capture A alive　Ａを生きたまま捕らえる
> deliver （動）配達する、届ける　※「演説する」（deliver a speech）「医者が赤ん坊を取り上げる」（deliver a baby）「期待に応える」などの意味もある。（参）You can count on her because she always delivers. 彼女はいつも期待に応えるから頼りにできるぞ。
> throne 玉座、（比喩的に）王位
A : The idea isn't bad. However, Liu Bei's troops are few, and I fear he might not be Yuan Shu's match.

B : Then, perhaps you can loan him some troops.

A : 発想は悪くないが、劉備軍は無勢だ。袁術の相手にならないかもしれないぞ。
B : だったら、ひょっとしてお前が彼に兵を貸してやれないか？
> match ※「試合」の意味もあるが、ここでは「対等の相手」（「マッチングすべき相手」のイメージ？）の意味。（参）Don’t mess with him, since you’re no match for him. 彼にちょっかいを出すな。君の適う相手じゃない。

You must bring Yuan Shu back without fail.

必ず袁術を連れて戻ってこい。
> without fail 必ず、間違いなく

What brings you here, sir?

何故こちらにいらしたのですか？
※時制に注目。現在形が使われているのは略式。厳密には現在完了形で「What has brought you here? 何（要件や事情）があなたをここに運んできたのか？」となる。同じく略式でWhat brought you here? と過去形で表すのも可。なお、現在形の場合、通常の用法だと「普段何故ここにいらっしゃるのか？」という習慣を尋ねる意味となる。またWhy did you come here? などとwhyを用いて表すこともできるが、直接的で無礼な質問となり得るので目上の人に対しては避けるべき。
His Majesty was unable to leave the palace and sent me to see you off. His Majesty said that the reason why he pushed you to attack Yuan Shu was that he wished you to establish your own power outside the capital. From now on, the fate and destiny of the empire shall rest on your shoulders.

陛下は王宮を出られないため、私を見送りにつかわせたのです。陛下は「袁術を討つよう玄徳を急かしたのは彼に許昌の外で独自の勢力を築いて欲しいからだ」と申しておられました。今後の漢帝国の命運は貴殿の両肩に掛かることでしょう。
> his / her Majesty 陛下、王様　※majestyは「威厳」「偉大さ」を意味します。つまり「彼（彼女）の偉大さ＝陛下御自身」という発想と思われます。もしも本人に直接伝える場合はyour Majestyとなります。
> palace 官邸、王宮、大邸宅　※レオパレスのパレスはこれ。
> see A off Ａを見送る　※「出迎える」はmeetやgreetを用いる。
> the reason why ※reasonがwhyの意味を含むのでwhyは実は余計だが、語調の良さか意味の強調のためか良く付けられる。
> push A to (do)　○○するようＡをせっつく、○○するようＡに強いる
> wish A to (do) Ａに○○して欲しいと望む　※wantの方が一般的。
> establish （動）設立する、確立する
> from now on 今後はずっと　※このonは「続行」の意味を付与する。
> fate / destiny ※どちらも「運命」の意味。重ねているのは意味を強めるため。
> empire 帝国
> shall ※昔のwill。Shall we dance? のように「提案」の意味で用いらえることが多く、未来の意味では今はあまり使われない。ちなみにshouldは元々はshallの過去形。

> rest on A Ａ次第である、Ａの上の置かれている　※restは「休息（する）」の意味も。
His Excellency is still sleeping. I dare not go in. 

閣下はまだお眠りです。怖くて入れません。
> his Excellency ※his Majestyと同じ。同義だが、意味の強さはmajesty > excellencyなので階級がやや下がって「大臣」などへの呼びかけに用いられる。ちなみにドラマのずっと後に曹操が自分をyour Excellencyではなくyour Majestyと呼ぶよう要求する場面が登場する。
> dare ※助動詞の１種。一般動詞として用いられることもある。「○○する勇気がある」「大胆にも○○する」といった意味。否定でも用いられ易い。（参）I didn’t dare (= dared not) speak to her Majesty. 恐れ多くて女王陛下に口がきけなかった。
A : Ah, you are afraid of him slaying people in his sleep, right?

B : That's right. When His Excellency is asleep, no one is to approach him.

A : ああ、君は閣下が寝ている間に人を殺すことを恐れているのか。
B : その通りです。閣下がお休み中は誰も近付いてはいけません。
> afraid of him slaying ※動名詞slayingの動作主としてhimが置かれている。ここでhimを伴わないと「彼が寝ている間に私が人を殺すことを恐れる」となってしまう。
> (be) to (do)　※be動詞の後ろにto doを従えると特殊な意味になる。多くの場合「予定」「義務」などの意味になる。ここでは義務（should not）の意味。
Liu Bei is a hero among men, concealing great ambition in his heart. I urged you long ago to kill him. At least you shouldn't have allowed him to leave. Now we've let the dragon return to his lair, and the tiger back to the hills.

劉備玄徳は英雄中の英雄です。心に大志を隠しています。ずっと前に彼を始末するよう強く申し上げたじゃないですか。少なくとも彼を行かせるべきではありませんでした。我々は竜を自分の住処に帰してしまったのです。虎を野（丘）に帰したと言ってもいいでしょう。
> conceal （動）隠す　※hideよりも堅い。ここでは分詞構文として用いられている。言い換えると Liu Bei is a hero among men, and he conceals great ambitionなどとなる。
> urge A to (do)　○○するようＡに強く迫る　※上のpushと同義だが更に強い。
> at least 少なくとも、せめて　（反）at most 多くても、せいぜい

> shouldn’t have (done)　※shouldが現在完了形を従えると「○○すべきだったのに（しなかった）」の意味。否定なので「○○すべきじゃなかったのに（実際はしてしまった）」の意味。
> let A (do)　Ａに○○させる　※いわゆる使役の一種。意味的には「許可」「放任」。直前のallow A to doと同義だが、letはtoが不要な点に注意。
> lair （獣の）ねぐら、巣　（同）den
> the tiger ~ hills ※let the tiger go back to the hillsの略。
A general on the field is not subject to even his lord's orders.

将、軍（外）に在りては君主の名にも従わざるところあり。
> general ※形容詞で「一般的な」の意味だが、名詞で「将軍」の意味もある。

> (be) subject to A　Ａに従う、Ａの影響を受ける　※ここでは形容詞としてのsubject。
> lord 君主、領主、諸侯　※キリストの意味も。
I'm under orders to capture you alive and bring you to Xuchang. However, considering your position, I can't bring myself to do it. I implore you to end this on your own terms so that you won't tarnish your reputation.　貴殿を生け捕りにし、許昌へ連れ帰るよう命を受けておりますが、貴殿の身分を考えると自分にはできません。名を汚すことの無いよう、ご自分の手で決着をお付けになるようお願い申し上げます。
> considering （前）○○を考慮すると
> bring oneself to (do)　※慣用表現。「○○するよう自分自身を持って行く」のイメージ。
> implore （動）懇願する　※askよりも堅く強意的。

> on one’s own terms　自分の判断で　※「自身で決めた条件に基づき」が直訳。
> so that ○○となるよう　※目的を表す。
> tarnish （動）（名声などを）汚す
> reputation 名声
Liu Bei is still a decent man, it seems.

劉備は今も変わらず立派な男のようだなぁ。

> still 今もなお、相変わらず、いまだに
> decent ※様々な意味になるため和訳しにくい単語。「立派な」「公明正大な」の意味もあれば「まあまあの」「社会的に受け入られるレベルの」といった意味にもなる。例えばdecent manも文脈次第では「まあまあしっかりした男」とった程度の意味にもなり得る。
> it seems ※本来文頭に来るべきだが、会話では後付け的に用いらえることもある。（参）It may start to rain, I’m afraid. 雨になるかもしれないなあ。
Since ancient times, how many heroes and men of ambition have met their end on account of this piece of stone?　悠久の昔から、一体どれだけ多くの英雄や志士たちがこの石のために破滅を見てきたのだろう・・・？
> ancient （形）太古の、大昔の
> on account of A Ａのせいで　（同）because of A, due to A, owing to A
> piece ※石を数えるための単位だが、ここでは玄徳の「たかがこんなつまらない石１つのために」という気持ちを強めている。文章全体も疑問文の形をとっているが、実際は「きっと多くの英雄がこの石のために運命を狂わされたんだろうな。哀れな・・・。」といった感じ。
